
 

 

                                                                              

ｖｏｌ．７［卯月
うづき

・皐月
さつき

の扉
とびら

②］ 

１．心
こころ

のドアをノックする 

５＋１の約束
やくそく

（心
こころ

のドアのノックの仕
し

方
かた

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．赤
あか

帽
ぼう

子
し

の魔
れっ

力
てる

 

 

先
せん

日
じつ

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

の先
せん

生
せい

が言
い

っていたこととしてこんな話
はなし

を聞
き

いた。 

 

「定
てい

時
じ

制
せい

の夜
や

間
かん

部
ぶ

って、昼
ひる

間
ま

仕
し

事
ごと

しているような人
ひと

が通
かよ

っていて、年
ねん

齢
れい

層
そう

が高
たか

いん

でしょう？」 

①あいさつをきちんとする。 →できるだけ笑顔
えがお

で。心
こころ

のドアをノックしよう！ 

②他人
たにん

の良い
よ

ところを見る
み

。 →良
よ

いところが見
み

えればその人
ひと

を好
す

きになれる。 

③話
はなし

を聞
き

く →相
あい

手
て

の言
こと

葉
ば

をさえぎらない。最
さい

後
ご

まで話
はなし

を聞
き

いてみる。 

④小
ちい

さなことに感
かん

謝
しゃ

する →自
じ

分
ぶん

は常
つね

に他
た

人
にん

に支
ささ

えられている。 

⑤他
た

人
にん

のためになることをしてみる →以
い

外
がい

と難
むずか

しいけどやるとものすごい充
じゅう

実
じつ

感
かん

。 

（＋１）：教
きょう

員
いん

は生
せい

徒
と

が①～⑤をやれるよう自
みずか

らが手
て

本
ほん

となり、全
ぜん

力
りょく

でサポートする。 

Knock on the door 

心
こころ

がければ 

扉
とびら

は開
ひら

くの。 



実
じっ

際
さい

の本
ほん

校
こう

の現
げん

状
じょう

から言
い

うと、ほとんどの生
せい

徒
と

が中
ちゅう

学
がく

を卒
そつ

業
ぎょう

してそのまま入
にゅう

学
がく

してきているから、他
た

の高
こう

校
こう

と年
ねん

齢
れい

層
そう

は変
か

わらない。アルバイトをしながら通
かよ

っている生
せい

徒
と

はいるが、普
ふ

通
つう

に職
しょく

を持
も

ちながら通
かよ

っている

生
せい

徒
と

はごく少数である。つまり他
た

の高
こう

校
こう

と変
か

わらないのだ。要
よう

は昔
むかし

のイメージからくる完
かん

全
ぜん

な誤
ご

解
かい

だ。 

 こうした食
く

い違
ちが

いを生
う

んでしまっているのは高
こう

校
こう

側
がわ

のアピール不
ぶ

足
そく

や広
こう

報
ほう

活
かつ

動
どう

の不
ふ

十
じゅう

分
ぶん

さもあると思
おも

うが、

人
ひと

の固
こ

定
てい

観
かん

念
ねん

（思
おも

い込
こ

み）の影
えい

響
きょう

が大
おお

きい。特
とく

に昔
むかし

の夜
や

間
かん

高
こう

校
こう

のイメージを持
も

っている年
ねん

齢
れい

層
そう

には、何
なに

かし

らの理
り

由
ゆう

で全
ぜん

日
にち

制
せい

の高
こう

校
こう

に行
い

けない、金
きん

銭
せん

的
てき

な理
り

由
ゆう

で仕
し

事
ごと

をしながら通
かよ

わなければいけない生
せい

徒
と

が登
とう

校
こう

してい

る高
こう

校
こう

と思
おも

われる傾
けい

向
こう

がある。多
た

様
よう

な学
まな

び方
かた

の一
ひと

つとしてフレックス高
こう

校
こう

があり、その中
なか

には夜
よる

の時
じ

間
かん

帯
たい

に学
まな

ぶ方
ほう

法
ほう

があるとは思
おも

ってもらえていないのである。 

 日
に

本
ほん

人
じん

が好
この

んで使
つか

う言
こと

葉
ば

に、「普
ふ

通
つう

」と言
い

う言
こと

葉
ば

がある。「こうするのが普
ふ

通
つう

でしょう」、「普
ふ

通
つう

はこうでしょう」

と言
い

うセリフはまるでテレビのＣＭのように毎
まい

日
にち

耳
みみ

にするような言
こと

葉
ば

である。では普
ふ

通
つう

とはいったい何
なん

なのかと

真
しん

剣
けん

に考
かんが

えると難
むずか

しいのだが、簡
かん

単
たん

に言
い

うと「世
よ

の中
なか

の多
た

数
すう

が選
えら

んでいること」ということだ。高
こう

校
こう

のことで

言
い

い換
か

えれば、「世
よ

の中
なか

の多
た

数
すう

は全
ぜん

日
にち

制
せい

高
こう

校
こう

に通
かよ

うそれが普
ふ

通
つう

」と多
おお

くの人
ひと

が考
かんが

えているのだ。 

 

こんな話
はなし

がある。 

 

『赤
あか

い帽
ぼう

子
し

の小
こ

人
びと

レックル』は村
むら

の人
ひと

たちにいたずらをしていた。 

 

『青
あお

い帽
ぼう

子
し

の小
こ

人
びと

ブックル』は村
むら

人
びと

を助
たす

けていた。 

 

ある時
とき

ブックルが赤
あか

い帽
ぼう

子
し

をかぶって村
むら

を訪
おとず

れたところ、村
むら

人
びと

から石
いし

を投
な

げられた。 

 

ブックルは村
むら

人
びと

に、「僕
ぼく

はブックルだよ！」と叫
さけ

んだが村
むら

人
びと

たちは 

 

「お前
まえ

は赤
あか

い帽
ぼう

子
し

をかぶっているから悪
わる

い小
こ

人
びと

だ！」と言
い

ってブックルを村
むら

から追
お

い出
だ

した。 

 

 

 これを僕
ぼく

は赤
あか

帽
ぼう

子
し

の魔
れっ

力
てる

と呼
よ

んでいる。夜
や

間
かん

高
こう

校
こう

に限
かぎ

らず、世
よ

の中
なか

には赤
あか

帽
ぼう

子
し

があふれていて、中
なか

をきちんと

見
み

てもらえていないことが多
おお

い。だから、中
なか

身
み

をきちんと見
み

てもらえるように僕
ぼく

たち教
きょう

員
いん

も周
しゅう

囲
い

にきちんと伝
つた

えていかなければならない。青
あお

帽
ぼう

子
し

はかぶっていないが、本
ほん

校
こう

ではブックル達
たち

が一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

学
まな

んでいるのだ。 

  

 今
いま

、新
あたら

しい年
ねん

度
ど

が始まり、新
あたら

しい出
で

会
あ

いがあり、新
あたら

しい可
か

能
のう

性
せい

が生
う

まれている。赤
あか

帽子
ぼうし

は人
ひと

との関
かん

係
けい

の中
なか

にも見
み

え隠
かく

れしている。その魔
れっ

力
てる

に惑
まど

わされることなく、いろんな人
ひと

々
びと

の心
こころ

のドアをノックしよう！！ 

 

 

教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

係
がかり

主
しゅ

任
にん

 阿
あ

部
べ

真
しん

一
いち

郎
ろう

 

 

 


